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研究成果概要 
MAGIC collaboration によって、2016 年に査読付論文 18 編を発表した。内訳は、活動

銀河核 10, パルサー・星雲 2, 銀河中心 1、ブラックホール/Be 星連星 1, IceCube ニュ

ートリノ follow up 観測 1、暗黒物質探索 1、望遠鏡 2 編である。さらに、今年度、日

本物理学会で 4 講演の発表を行った。以下、本研究参加者が大きく貢献した中から、５例

紹介する。 
(1) かにパルサーからの

TeVγ線パルスを発

見した（図１ ; 論文

[18]）。電子のローレ

ンツ因子は 5×106 

以上が必要であり、光

円柱内での逆コンプトン散乱による放射であると考えられる。 
(2) Geminga パルサーを MAGIC で観測したが、VHEγ線は検出されなかった[9]。 

(3) 重 力 レ ン ズ Blazar 

B0218+357(z=0.944) か

らの VHEγ線放射を発見

し、最遠方 VHEγ線天体

となった。MAGIC で検出

されたフレアは、Fermi

衛星でフレアが観測さ

れた 11.5日後であり、重力レンズ効果を示す結果となった（図２）。また、Fermiと

MAGIC で観測されたスペクトルから求めた、可視赤外背景放射(EBL)強度は、現在の

EBLモデルと無矛盾であった。[4] 

(4) MAXIカタログの中から、X線で明るい HBLかつ VHEγ線未検出天体を選び、MAGICで 

 

図１：MAGICで観測された、かにパルサーからのパルスγ線。 

 
図２：重力レンズ Blazar B0218+357(z=0.944)からの遅れ

たフレアの検出。 



観測した。RX J1136.5+6737 (z=0.13)を 2014年 2

～5 月に観測し、約 1.5% Crab (>200 GeV)の強度

で検出した（速報 Atel#6062）。多波長スペクトル

を解析した結果(図３)、可視赤外背景放射による

吸収を補正した VHE γ線のべきはΓ=1.94±0.35

であり、加速電子のスペクトルのべきは 2 以下と

硬いこと、磁場と電子のエネルギー密度比は

uB/ue<<1 で物質優勢であり、乱流加速モデルを支

持することが分かった。[物理学会講演] 

(5) ガンマ線連星 LS I +61°303 からの

2006-2015年の VHEγ線強度を調べ、

連星軌道周期(26.5日)に加え、電波

で観測された超軌道周期(1667 日)

と同じ周期でも変動していること

を発見した（図４） [10]。Be 星周

円盤のサイズ(Be星の質量損失率)の変動と考えられる。 
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図３：HBL天体 RX J1136.5+6737 

(z=0.13)の多波長スペクトル。 

 
図４：ガンマ線連星 LS I +61°303 からの VHE

γ線の超軌道周期変動(左)、放射機構(右)。 
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